
候補種 和名 Accession No. 塩基配列の一致率(%)

A 候補種１ シキシマハナダイ AP017451.1 99.00

B 候補種１ ミナミクロダイ LC552552.1 99.00

C 候補種１ ヒラメ AB028664.1 99.00

・種名は、「日本産魚類検索　全種の同定　第三版」に準拠した。

・種判別は、ＧＥＮＢＡＮＫホームページ上のnucleotide blastを使用して行った。
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◆対象種の生態を踏まえた調査計画を立案します
対象種の生態を踏まえ、調査手法（採水水深層など）や解析方法を検討

し、最適な調査計画を立案します。

◆目的に応じた適切なプライマーを提案します

生物の種名、対象生物の在/不在、遺伝的多様性などを調

べるためには、適切なプライマーを選択する必要がありま

す。当社は対象とする生物や調査の目的により分類体系・

生態なども考慮し、最適なプライマーを提案します。

◆DNA分析の結果を形態・生態的知見を踏まえ精査します
胃内容物DNA分析や環境DNA分析では用いるプライマーによって、複数の

候補種が上がる場合があります。例えばMiFishプライマーではクロダイと

ミナミクロダイのDNA配列は同じになります。しかし分布域が異なるため、

生態的知見から両種を識別することが可能になります。

採水水深層の検討
（鉛直方向）
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対象種の形態や生態を踏まえたDNA分析
から正確に生物種を把握します

当社は生物の形態や生態情報から正確に種類を把握する技術を蓄積して
きました。近年、解析機器の発達や研究により、DNA配列から種を特
定する技術が急速に進んでいます。これらの技術を組み合わせることに
より、これまで種同定が困難であった生物の胃内容物などの分析精度を
高めることが可能です。当社では、これまで培ってきた生物の知識を基
に適切な調査計画、分析方法を提案し、正確に生物種を把握します。

広範囲の調査検討
（プール法：水平方向）
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精査結果

目 科 和名

スズキ シキシマハナダイ シキシマハナダイ

タイ タイ クロダイ

カレイ ヒラメ ヒラメ

可能性が高いと考えられる種

【精査のイメージ】
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